

























































































習いたいが 54.5% で習いたくないは 45.5% であった。別科の留学生は
短期留学生なので 1年後には母校の大学へ戻っていくため，「生活語」
の理解は日本滞在期間だけの習得と考えていることがわかった。
　「生活語」の調査は方言調査の 1種で，一つひとつが発見であり，教
室作業に結びつけていくための貴重な体験であった。この調査について
は，方言学の一人者である徳川宗賢先生から丁寧なアドバイズを受けた
ことが懐かしく思い出される。
　一介の日本語教師が教場で生じる問題をテーマにして研究したのは，
ひとえによりよい日本語教育を目指すためであったが，教場作業だけで
なく，その結果を本学の紀要であるアカデミア文学・語学編に投稿でき
たことは誠に幸いであった。
